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一般会計　２５６億８,７８１万８千円（対前年度比　　＋０.７％）
特別会計　２０６億８,５３１万３千円（ 〃　　　　＋０.１％）

企業会計　１０１億５,２６０万３千円（ 〃　　　ー１１.５％）

合　計 ５６５億２,５７３万４千円（ 〃　　　　ー１.９％）

ＪＲ直流化に備え、港周辺の建造物を幻想的にライトアップする港界隈景観照明等を調査計画します。

魅力ある玄関口の創出、中心市街地の活性化を図るため、敦賀駅を中心とした周辺整備構想の策定等を行います。

防災放送での情報提供の迅速化および災害弱者対策として文字放送の音声変換等を図るため、放送機材の機能強化を行い
ます。

消防庁舎北側に、消防機能・災害対策機能・情報管理機能を備えた施設を整備することとし、本年度は工事の実施設計を
行います。

中池見の自然環境の保全および活用を図るため、適正かつ効率的な管理運営を行います。

東浦赤崎北部の国道８号線沿いに最終処分場を建設します。平成１９年４月に供用開始の予定です。

介護保険の非該当と認定された方に対する総合相談、介護予防、生活支援サービスの実施等、地域ケア体制の拠点となる
事業を委託します。

町内会館等での高齢者相互のふれあいを通して、身体の機能低下を予防し、自立した在宅生活の存続を図ります。

一人暮らしの高齢者に赤外線センサーを利用した緊急通報装置を貸与し、急病・災害時の対応を図ります。

地域農業の担い手の経営安定と育成を図るため、認定農業者や生産組織が導入する農業機械などに対して補助を行います。

木炭生産出荷施設整備に支援を行い、地域における特用林産物の定着を促進し、山村地域の活性化を図ります。

市内中小企業者の事業資金の融資の円滑化を図るため、小口・低利率で無担保・第三者保証人無しの融資制度を創設しま
す。（金融機関預託）

完全週休５日制のもと、児童の学習意欲を高め、楽しく学ぶ習慣を身につけるため、土曜スクールを運営します。

校区内の宅地開発などにより今後の児童数の増加が見込まれる中央小学校に校舎を増築します。

子どもから老人まで誰でもスポーツを楽しめる環境を整えるため、重点育成地域・種目を指定し、総合型スポーツクラブ
を育成します。

問合せ　財政課　 ２２ー８１０４

お年寄りや障害者、子ども
たちを支えるために

道路や橋･公園などの整備･
維持管理のために

学校教育や社会教育、文化･
スポーツ振興のために

保健医療、環境保全、清掃事業、
廃棄物対策などのために

農業や林業、水産業の振興の
ために

市債の元金･利子の支払いの
ために

勤労者のための、施設の運営
や金融対策などのために

商工業や観光の振興
のために

議会の活動のために

火災・救急・救助業務などの
ために

予算外の支出などに備えて

一般会計の予算額を、平成１７年３月
３１日現在の敦賀市の人口６８,９７８
人で割ったものです。

平成１７年度の敦賀市の予算は、来年秋のＪＲ直流化開業に向けたまちづくりや
産業基盤の整備、子育て支援等少子高齢化対策の充実、敦賀っ子育成などの教育振
興、安全で安心して暮らすことのできる環境整備などに重点的に配分しました。

選挙事務や統計事務、市の内部
管理などのために
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ま
ず
は
敦
賀
の

産
業
団
地
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、

多
く
の
企
業
が
集

ま
る
大
都
市
圏
で

企
業
立
地
説
明
会

を
頻
繁
に
開
催
し

た
り
、
経
済
専
門

誌
に
Ｐ
Ｒ
記
事
を

掲
載
し
た
り
と
い
っ
た
情
報
発
信
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
１
万
社
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
の

情
報
収
集
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
13
年
度
は
用
地
買
収
を
行

い
、
14
年
度
か
ら
は
地
盤
改
良
工
事

に
着
手
し
ま
し

た
。現

在
は
道
路

工
事
、
公
園
工

事
、
上
下
水
道

工
事
を
行
っ
て

お
り
、
16
年
度

末
で
全
体
の

76
％
ま
で
工
事

が
進
ん
で
い
ま

す
。

敦賀市産業団地は「近畿圏の近郊整備区域およ

び都市開発区域の整備および開発に関する法律」

に基づき施行されているため、誘致対象企業は、

物品の加工修理業を含む製造業または電気供給業

もしくはガス供給業に必要な工場およびその付属

施設でなければならないと規定されています。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
４
月
か

ら
は
、
１
工
区
の
６
区
画
が
分
譲
開

始
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
２
工
区
の
７
区
画
は
、
平
成
18

年
４
月
か
ら
分
譲
開
始
の
予
定
で

す
。

さ
ら
に
、
市
長
を
先
頭
と
し
て
、

興
味
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
を

訪
問
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
Ｐ
Ｒ
活
動

が
実
を
結
び
、
昨
年
末
、
進
出
第
一

号
企
業
に
株
式
会
社
生
駒
化
学
工
業

が
内
定
し
ま
し
た
。

誘致の対象とできる企業について

企業立地説明会の様子企業立地説明会の様子企業立地説明会の様子企業立地説明会の様子企業立地説明会の様子企業立地説明会の様子企業立地説明会の様子企業立地説明会の様子企業立地説明会の様子

最近の工事現場の様子最近の工事現場の様子最近の工事現場の様子最近の工事現場の様子最近の工事現場の様子最近の工事現場の様子最近の工事現場の様子最近の工事現場の様子最近の工事現場の様子
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市
で
は
、
企
業
立
地
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
広
告
掲
載
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
敦
賀
市
出
身
者
や

企
業
誘
致
の
専
門
家
と
い
っ
た
人
脈

も
フ
ル
に
活
用
し
、
第
２
・
第
３
の

企
業
進
出
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市

長
を
先
頭
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
誘
致
セ
ー
ル
ス
を
強
力
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

生
駒
化
学
工
業
は
昭
和
39
年
に

設
立
さ
れ
た
、
主
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
軽
量
食
品
容
器
を
製
造
す
る
会

社
で
す
。

昭
和
40
年
代
以

降
、
容
器
入
り
の

食
品
や
飲
料
が
大

量
生
産
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
軽
量

食
品
容
器
の
需
要

が
急
増
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
東
海
工
場
、
つ
く
ば
工

場
と
生
産
拠
点
の
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

生駒化学工業本社

（神奈川県横浜市）

昨
年
の
７
月
に
敦
賀
市
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
が
届
い
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
知
り
ま
し
た
。

そ
の
後
市
役
所
を
訪
れ
、
建
設
現

場
を
視
察
し
ま
し
た
。

東
海
工
場
・
つ
く
ば
工
場
で
の
地

震
な
ど
を
想
定
し
た
上
で
の
製
品
供

給
に
関
す
る
リ
ス
ク
分
散
や
、
中

京
・
関
西
・
九
州
へ
の
物
流
コ
ス
ト

の
縮
減
・
納
期
の
短
縮
な
ど
の
理
由

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
敦
賀
市
産
業

団
地
の

・
周
辺
環
境
が
良
い
こ
と

・
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と

・
手
厚
い
優
遇
制
度

・
地
元
の
熱
意

な
ど
が
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

操
業
時
に
お
よ
そ
50
人
を
地
元
で

採
用
す
る
予
定
で
す
。
第
２
工
場
建

設
終
了
後
の
従
業
員
数
は
１
０
０
〜

１
５
０
人
に
な
る

見
込
み
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
人

口
の
少
な
い
地
域

に
工
場
を
立
地
し
、

雇
用
面
で
苦
労
し

て
き
ま
し
た
が
、

敦
賀
は
人
口
７
万

と
い
う
こ
と
で
、
十
分
な
人
材
を
確

保
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

生駒陸男代表取締役生駒陸男代表取締役生駒陸男代表取締役生駒陸男代表取締役生駒陸男代表取締役生駒陸男代表取締役生駒陸男代表取締役生駒陸男代表取締役生駒陸男代表取締役

生駒哲也取締役部長生駒哲也取締役部長生駒哲也取締役部長生駒哲也取締役部長生駒哲也取締役部長生駒哲也取締役部長生駒哲也取締役部長生駒哲也取締役部長生駒哲也取締役部長

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
コ
ー
ヒ

ー
飲
料
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
用
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

工
場
内
で
は
防
塵

服
や
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー

な
ど
の
設
備
で
衛
生

管
理
を
徹
底
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
型
を
抜
い

た
後
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
は
破
砕
後

に
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
お
り
、
廃
棄
物

を
出
さ
な
い
、
環

境
に
配
慮
し
た
工

場
と
言
え
ま
す
。

高橋勝人東海工場長高橋勝人東海工場長高橋勝人東海工場長高橋勝人東海工場長高橋勝人東海工場長高橋勝人東海工場長高橋勝人東海工場長高橋勝人東海工場長高橋勝人東海工場長

東海工場の生産ライン

敦
賀
の
工
場
に
は
主
に
関
西
地
区

の
顧
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
第
３
の

生
産
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
将
来
的
に
は
主
力

工
場
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

生駒化学工業の進出
予定地

６月　着工
平成１８年
１～２月頃　完成
５～６月頃　本格稼動

（予定）

問合せ　産業団地整備課　 ２２－８１８３

生
駒
化
学
工
業
と
は
ど
ん
な
会
社
で
、
進
出
後
は
ど
の
よ
う
な
事
業
が
展
開
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

生
駒

い
こ
ま

陸
男

り
く
お

代
表
取
締
役
と
生
駒

い
こ
ま

哲
也

て
つ
や

取
締
役
部
長
、
高
橋

た
か
は
し

勝
人

か
つ
ん
ど

東
海
工
場
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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規
　
模

７
８
１
５.
５
１

病
床
数

１
３
５
病
床

配
　
置
　
１
階
　
救
急
室
、
放
射
線
科

※
４
月
28
日

か
ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。

２
階
　
中
央
手
術
室
、
高
度
治
療
室
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）

※
７
月
４
日

か
ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。

３
階
　
小
児
科
・
整
形
外
科
・
泌
尿
器
科
の
各
病
室

※
７
月
25
日

か
ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。

４
階
　
循
環
器
科
の
病
室

※
８
月
１
日

か
ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。

５
階
　
産
婦
人
科
の
病
室

※
７
月
18
日

か
ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。

導
入
さ
れ
る
高
度
医
療
機
器

○
直
線
粒
子
加
速
型
放
射
線
治
療
装
置
（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）

を
新
設
し
ま
す
。

こ
の
機
器
は
腫
瘍
等
の
放
射
線
治
療
装
置
で
あ
り
、

病
巣
の
位
置
と
形
態
を
正
確
に
把
握
し
、
照
射
方
向

の
位
置
を
決
め
る
Ｃ
Ｔ
装
置
も
同
室
に
設
置
し
ま
す
。

※
９
月
か
ら
使
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

○
２
方
向
型
循
環
器
撮
影
装
置
を
増
設
し
ま
す
。

心
臓
・
脳
・
腹
部
の
血
管
内
治
療
装
置
で
、
増
設
に

よ
り
早
期
治
療
と
待
ち
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。

お
願
い

・
４
月
28
日

か
ら
時
間
外
の
受
け
付
け
は
、
北
診
療

棟
の
救
急
受
付
に
変
わ
り
ま
す
。

・
ま
た
、
本
館
お
よ
び
東
診
療
棟
の
各
病
棟
か
ら
北
診

療
棟
の
各
病
棟
（
３
階
〜
５
階
）
へ
の
患
者
さ
ん
の

院
内
移
動
は
７
月
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成１５年度から４カ年継続事業で進められている第３次整備事業については、北診療棟の新築工事が終わり、
４月２３日に竣工式が行われます｡
この北診療棟は、鉄筋コンクリート造５階建て（免震構造）で、１階は救急室・放射線科、2階は中央手術室・

高度治療室（ＨＣＵ）、３階から５階が病棟となっており、特に救急体制の強化と入院環境の整備を図りました｡
また、高度医療が受けられるよう最新鋭の医療機器を導入するとともに、医療水準の確保と更なる向上に努め、

地域の中核医療機関として市民の皆さんに信頼され､安全かつ安心できる病院づくりを推進します｡

北
診
療
棟
の
ご
案
内

内科医師の一部非常勤体制への変更に伴い、
４月１日から当分の間、再来専門外来診療体制
を変更させていただきます。
市民の皆さんのご理解をお願いします。

内科診療体制を
一部変更しました

※９時から診察を開始します。

★ 初診外来（８時３０分～１１時）は、
これまでどおり毎日診察します。
★ 上記以外の内科の専門外来の診療体制
には変更はありません。

手術室が６室あり、うち１室にはバイオクリ
ーンルーム（無菌室）が設置されています。
また、手術室の広さも今までの約２倍になり
ました。

各病棟の中央には、食堂・談話室とオープン
カウンターのスタッフステーションを配置して
います。

４床室は２４室、個室は２２室、特別室は
２室あります。また、４床室には専用トイレ、
個室と特別室にはシャワー付きトイレが備わ
っています。

問合せ　市立敦賀病院　 ２２－３６１１
内線４４２１（北診療棟完成について）
４１１２（内科診療体制について）

と　き ４月２３日（土）
１３：３０～１７：００
２４日（日）
１０：００～１５：００

看護師が質問にお答えします。
どなたでも参加できます。（事前申込不要）



老後を迎えると、いつかは生活に誰かの
助けが必要になるかもしれません。

そうなった時には、現在もっている筋力の維持向上に努め、前向きに自立
した生活を送ることができるよう保健医療サービス、福祉サービスや介護サ
ービスを上手に活用していきましょう。

◎おじいちゃん、おばあちゃんの声に耳を傾ける。
◎やさしいスキンシップを心掛ける。
◎役割分担をして、家事などできることをしてもらう。
◎家にこもりきりにはさせない。
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皆さんは老後をどのように楽しみたいと思っていますか？
「旅行に行きたい」、「趣味に興じたい」、「ボランティアを

したい」、「おいしいものを食べたい」など老後の楽しみ方は
さまざまです。“いつまでも現役”で老後を迎えるための秘訣
をご紹介します。

健康寿命とは？

心身共に健康で自立した生
活を送れる期間のことを言い
ます。
何年生きられるかを示す

「平均寿命」とは異なります。

人は誰もが老いていくものです。
しかし、「老い」を遅らせて、いつまでも若々しく

過ごすことは可能です。
そのためには、老年症候群を予防することが重要

です。

また、老年症候群の予防には、本人の意欲だけでなく、家族や周りの人たち
の協力が必要です。家族や周りの人たちは以下のことを実践しましょう。

老年症候群とは？

歩行障害や認知症（痴呆）、低
栄養状態や感覚障害（視力や聴
力の低下）など、加齢とともに
現れてくる身体的・精神的症状
や疾患のことを言います。

老年症候群を予防するためにどのようなことを実践すればよいのでしょうか？
具体的には、

などが効果的です。

市では、老年症候群の予防にも有効な各種事業を実施しています。
皆さんの参加をお待ちしています。

老化対策は、老年症候群の予防だけではありません。
若いうちから脳卒中や心臓病、糖尿病などの生活習

慣病を予防することは、高齢期を迎えてからの老年症
候群予防とともに、老化のスピードを遅らせ、健康寿
命を延ばすための重要な要素です。

適度な運動 人との交流 安定した食生活

いきいき長寿講座の様子

まず、若いうちから生活習慣病の予防に取り組み、６５歳頃からはそれに加えて
老年症候群を予防するように努める、というのが理想的です。

問合せ　長寿福祉課　 ２２ー８１8０

◎リハビリの先生に会っているときだけ、
機能訓練を行う。
◎家事はすべてヘルパーさんに任せる。
◎常に福祉用具を利用する。
◎転ぶのが恐いからなるべく歩かないで、
身の回りのことは誰かにやってもらう。
◎考えてもわからないと考えるのをすぐあ
きらめる。

◎生活がリハビリと考える。
◎できないところだけ家事をヘルパーさん
に手伝ってもらう。
◎福祉用具に安易に頼らない。
◎誰かに見守ってもらいながら、身の回り
のことはなるべく自分でする。
◎時間がかかっても自分で考えてみる。



１３日(金)
★講　演　１０時４５分～
内容　未来に語り継ぐ
～福井の消費者へのメッセージ～

講師　帝塚山大学助教授
タン・ミッシェル氏

・★分科会　１３時～１６時
内容　消費者の自立をめざして　など

１４日(土)
★消費者講座

両日とも
★消費生活展、パネル等展示、
クイズラリー、
実修講座生の商品テスト展示

・★消費生活相談

今日、情報化社会の進展により消費者環境が大きく変化しています。
そこで、各消費者団体の連携強化と消費者自らの自立意識の高揚を図り、暮らしの安定と向上
を目指します。

5 月 は 消 費 者 月 間

● 契約書面を受け取った日を含めて一定の期間内に書面で通知する。
訪問販売(キャッチセールス等)、電話勧誘販売・・８日間
マルチ商法、内職商法、モニター商法・・・　　２０日間

※ 内容によってクーリング・オフの期間が異なりますので、詳しくはご相談くだ
さい。

● クレジット契約の場合はクレジット会社へも通知する。
● 必要事項をはがきに書いて両面をコピーし控えとして保管する。
● はがきは郵便局で「簡易書留」か「配達記録」で送る。
● 支払ったお金は全額返金されます。商品引き取り料金は業者負担です。
※ 通信販売は、原則クーリング・オフできません。
※ 消耗品(化粧品、健康食品等)で使用した分は原則クーリング・オフで
きません。

相談は・・・
敦賀市生活防災課　 ２２－８１１５
福井県嶺南消費生活センター　 ０７７０－５２－７８３０
福井県消費生活センター　 ０７７６－２２－１１０２

金額、支払方法、返品・解約の方法、パンフレット資料な
どの確認をしましょう。

話が長くならないうちに「いりません！」と断る。
※ 結構ですとは言わないこと。
なかなか帰らない場合は「お帰りください！」と告げる。
それでも帰らなければ警察「１１０番」しましょう。

訪問販売、電話勧誘販売等で契約をしてしまったが、解約したい・・・。
そんな時はクーリング・オフを利用しましょう。

見知らぬ人が訪ねてきて
商品やサービスの契約を
すすめられました。あな
たならどうしますか？

と　き ５月１３日（金）１０時３０分～１６時００分
１４日（土）１０時００分～１５時００分

ところ プラザ萬象

４
月
か
ら
地
区
の
推
薦

に
よ
り
北
公
民
館
お
よ
び

南
公
民
館
の
館
長
に
、
社

会
教
育
に
卓
越
し
た
識
見

と
豊
富
な
経
験
を
持
つ
地

域
の
有
能
な
人
材
を
登
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。市

で
は
こ
れ
ま
で
公
民

館
長
に
市
か
ら
職
員
を
配

置
し
、
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
生
涯
学
習
の
推
進
や

地
域
の
諸
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
従
来
の
公
民

館
活
動
に
は
行
政
中
心
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
結
果
的
に

住
民
の
自
主
的
な
活
動
や
運
営
、
団
体
活
動
の
自
立
な

ど
が
阻
害
さ
れ
る
一
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
県
内
他
市
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
福
井
市
を

は
じ
め
と
し
て
６
市
で
館
長
職
に
は
地
区
の
推
薦
な
ど

に
よ
る
民
間
の
人
材
が
登
用
さ
れ
て
お
り
、
地
区
の
公

民
館
と
い
う
意
識
が
高
く
、
住
民
に
よ
る
自
主
的
な
公

民
館
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
今
後
、
当
市
で
も
地
域
住
民

が
中
心
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
公
民
館
活
動
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
民
間
の
人
材
を
登
用
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
公
民
館
を
ま
す
ま
す
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
も
順
次
民

間
の
館
長
を
登
用
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南公民館

館長　鶴野
つるの

郁夫
いく お

北公民館

館長　杉村
すぎむら

巌
いわお
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現
在
、
本
市
は
平
成
18
年
秋
の
Ｊ
Ｒ
湖
西

線
・
北
陸
本
線
直
流
化
に
向
け
て
敦
賀
駅
舎

の
改
築
を
含
め
た
駅
周
辺
の
整
備
、
そ
し
て

笙
の
川
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
的
確
に
対

処
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
が
進
む
中
、

自
主
、
自
立
の
主
体
性
を
持
っ
た
地
方
都
市

と
し
て
更
な
る
発
展
を
す
る
た
め
、
市
長
を

直
接
補
佐
す
る
助
役
を
２
人
体
制
に
し
ま
し

た
。助

役
に
就
任
し
た
多
田
氏
は
、
昭
和
41
年

に
敦
賀
市
に
奉
職
し
、
健
康
福
祉
部
長
、
企

画
部
長
、
企
業
管
理
者
な
ど
を
歴
任
。
塚
本

氏
は
、
昭
和
48
年
に
福
井
県
に
奉
職
し
、
今

立
土
木
事
務
所
長
、
土
木
部
河
川
課
長
な
ど

を
歴
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
収
入
役
に
就
任
し
た
寺
澤
氏
は
、

昭
和
43
年
に
敦
賀
市
に
奉
職
し
、
市
立
敦
賀

病
院
事
務
局
長
、
総
務
部
長
な
ど
を
歴
任
し

ま
し
た
。

な
お
、
特
別
職
の
企
業
管
理
者
は
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。

助助
役役
にに

多多
田田
た

だ

清清
太太
郎郎

せ
い
た
ろ
う

氏氏
、、

塚塚
本本
つ
か
も
と

勝勝
典典
ま
さ
の
り

氏氏
がが
就就
任任

収収
入入
役役
にに

寺寺
澤澤

二二
郎郎
氏氏
がが
就就
任任

助役
多田　清太郎

助役
塚本　勝典

収入役
寺澤　二郎
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図  書  館 

コース名 開 催 日  

０００１０２ 

０００１０１ 

０００１０４ 

０００５０１ 

０００１０３ 

０８０３０１ 

０８０２０１ 

【 コース名の説明 】　 
　教　　室 ＝パソコン教室 
　ゆったり ＝ゆったり初級コース 
　初　　級 ＝初級コース 
　子 ど も ＝子どものためのホームページ作成教室 
　ステップアップ＝ステップアップ文字入力コース 

コード番号 

中郷公民館 

南公民館 

粟野公民館 

【時間帯の説明 】　 
　午　　前 ＝ 9：00～12：00 
　午　　後 ＝13：00～16：00 
　　夜　　 ＝18：30～21：30

会　場 

ステップアップ 

教 　 室  

子 ど も  

教 　 室  

教 　 室  

初 　 級  

教 　 室  

教 　 室  
ゆったり 

教 　 室  

０００４０１ 
０３０３０１ 

０３０１０１ 

８月４(木)・５(金)・９(火)・１０日(水)

６月１日～８月３日の毎週水曜日 

６月１日～８月３日の毎週水曜日 

６月　７日～８月２３日の毎週火曜日 

７月１９日～９月２７日の毎週火曜日 

６月　９日（木）・１０日（金） 

７月２１日～９月２９日の毎週木曜日 

８月２日（火）～８月５日（金） 

８月２３日（火）～８月２７日（土） 

６月１４日（火）～６月１７日（金） 

６月４日～８月６日の毎週土曜日 

備　考 

８／９・1６ 休み 

８／1６ 休み 

９／１ 休み 

０６０３０１ 

講習時間  

夜 

午前 

午前 

夜 

午前 

午前 

午前 

夜 

午前 

午前 

午後 

初 　 級  

会　場 

 南  公民館 
中郷公民館 
粟野公民館 
図　書　館 

郵便番号 

914－0051 
914－0037 
914－0132 
914－0047

住　　　　所 

敦賀市本町２丁目1－20 
　〃　道口15－34－1 
　〃　御名53－19 
   〃　東洋町1－1　生涯学習課あて 

問合せ 

　22－2866 
　22－0192 
　22－0902 
　25－8318

は
が
き
の
記
入
例

○
ピ
ン
ク
色
の
文
字
の
部
分
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

○
記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

各コースとも５月１日（日）～１５日（日）（当日消印有効）
無料（ただし、テキスト代が別途必要）
市内にお住まい、または通勤・通学している方
受講希望の方は、右ページのはがき記入例を参照の上、往復はがきで へ応募してください。

※ 応募者数が定員を超えた場合は、抽選となります。
※ 平成１３年度のテキスト（ワープロ入門・表計算入門）は利用できません。

パソコン教室 コース名 

内 　 容  　●パソコンの操作・ソフトの組み込みと削除・インターネット活用法・メールの有効利用（基礎） 
　●案内状・パンフレット・体験記の作成（ワード） 
　●参加者名簿・出納帳・お礼状の作成（エクセル） 

講習時間 

テキスト代 

３０時間（３時間×１０回） 

定 　 員  各会場は２０人・中郷公民館は１０人（ 個人または４人までのグループ単位での応募可） 

５,２００円（３冊分） 

Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、Ｗｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌの基礎を具体的な日常の作業を通して、一連の流れと 
して勉強をしていきます。 

ウ ィ ン ド ウ ズ  ワ ー ド  エ ク セ ル  

ゆったり初級コース 

対 　 象  

コース名 

平成17年4月1日現在、満 
６０歳以上の初心者（ま 
ったくパソコンを触った 
ことのない方でもＯＫ） 

内 　 容  

パソコンとは？ 
　マウスの操作に慣れる、文書の作成 
　インターネットの使い方、電子メールの使い方 

初心者 
（まったくパソコンを 
触ったことのない方で 
もＯＫ） 

文字入力を上達させ 
たい方 

初級コース 子どものための 
ホームページ作成教室 

これで完璧！ステップアップ 
文字入力コース 

小学４～６年生 
（文字入力ができる方 
マウス操作ができる方） 

ホームページのしくみ 
ページ・ロゴの作成 
画像の貼り付け 
オリジナルホームペー 
ジを作ろう 

「あいうえお」など基 
本的な文字入力から「 
しゃ」「ウォ」など難 
しい文字入力までをマ 
スターするコース 

講習時間 
テキスト代 

１２時間 １２時間 ６時間 １５時間 

定 　 員  各コースとも、１コースにつき２０人（ただし、中郷公民館は１０人） 

1,０００円 ８００円 ８００円 

問合せ　生涯学習課　 ２５ー８３１８


